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緒 言

奄美大 島お よび徳之 島は鹿児島市 よ り南南西約400kmに 位置 し,そ の温暖な気候条件 を生 し熱帯,亜 熱 帯

果樹 の栽培 を行 っている。今回の調査で は奄美大島お よび徳 之島での,現 在栽培 されている果樹の種類や品

種,栽 培技術や栽培 に伴 う問題点等の情 報 と資料 を収集するために現 地 を訪 問 して行 なった。調査 は附属 農

場石畑清武教授 とと もに鹿児 島県農業試験場徳 之島支場 お よび大 島支場,鹿 児 島県徳之 島改善改良普及所,

徳之 島町役場の協力 をいただ き行 なった。徳 之島は徳 之島町,天 城 町お よび伊仙 町,奄 美大島 は,大 島支場

とそ の周辺で行 なった。期 間は1995年12月4日 ～8日 であった。

徳之 島での調査

徳之島町で主に栽培 されている果樹 は タンカ ン,ポ ンカ ンお よび ビワな どであ るが,伊 仙町や天城 町では

マ ンゴーが栽培 され,栽 培面積 は4.2ha,生 産量 は10.2tで,今 後 も増加す る傾向 にある。

天城 町でマ ンゴーを栽培 している島氏 の農場 を訪ね た。 ここのマ ンゴー は1987年 に沖縄 よ り接木苗 を導入

され,200本 余 り植 え付 け られ てい る。施設 は二連棟 ハ ウスが2棟,10a当 た りの生 産量 は約2tで,kg当

た り3,000円 で販売 されてい る。 この価格 は沖縄 や宮 崎 よ り高いが生産量 の増加 に伴 い価格 の低 下 が懸念 さ

れている。沖縄で はマ ンゴーの開花 時か ら暖房 をいれ着果お よび果実肥大 を計 っているのに対 し,徳 之島で

は無加温 で栽培 を行 ってい る。今 後は暖房機 に よる加温栽培 が必要 となるであろ う。マ ンゴーの栽培 上の問

題点 として過繁茂 による着果不 良があげ られる。マ ンゴーは直根 が地 中深 く伸長す る性質が あ り,地 上部 と

地下部のバ ランス を取 ろ うと し,茎 葉 のみが生 育するため と考 え られる。この問題 に対 して鹿児島県農業試

験場大島支場 では防止 策 と して,土 中の直根 の切 断防根 シー トによる直根の伸長防止 などの処置が とられて

いる。

その他 の果樹 として,グ ァバ,パ パ イア,ア テモヤ,チ ェ リモヤ等があ る。 グァバ は風 害 によ り果皮が傷

つ き,生 食には適 さず殆 ど加工 され ,ジ ュース として出荷 されてい る。パパ イアもグァバ と同 じくジュース

や漬物 に加工 されている。パパ イアは風 に弱 いため,毎 年更新剪定 を行い側枝 の3本 仕 立て としている。導

入品種 には,ハ ワイソロ,バ ンコク,116S6,タ イワンソロ,シ ンガポール,218F4等 があ った。

アテモヤ,チ ェ リモヤ を栽培 してい る農家 は少 ない ようで,徳 之島町山地区の松本幸雄氏が代表的 な存在

で,こ の他 に もパ イナ ップル,タ ンカン等 を栽培 していた。アテモヤのほ場 を視察 したが,樹 高が3m近 く

あ り剪定 技術が確立 されてい ない ようであ った。その他 の問題 点 として接木 した場合,台 木が生長せず穂 木

だけが大 きくな り台負 けす る現象が見 られた。接木 には,共 台が 良い とのこ とであった。アテモヤ は1kg当

た り3,000円 で販売 されていた。

徳之島では民家 の軒先 に ミカ ンが1～2本 づつ 栽培 されている。その 中で も徳之島の北側 に位置す る手々

地区では多 く栽培 されていた。品種名 は徳之 島の方言 でフス クニ ン,ツ ヌゲ クニ ン,マ ー クニ ン,ト ウクニ

ン,オ ゥ トクニ ン,ナ ツダイダイ ,カ ジバ ナ と呼 ばれ ていた。果実の大 きさは,桜 島小 ミカン大 か ら甘夏大

まで,香 りもそれぞれ特有 な ものが あ り,食 味 は酸味の強い ものか ら甘味があ り食する ことの出来る もの と

様 々であった。この ミカ ンの呼 び名 は徳之島町,天 城町,伊 仙町の三つの地域 で も異なるとの ことであった。

島内を移動 中に,ヤ シ類が枯れていた り,切 り倒 されてい る光景 を目に した。その原 因は,ヤ シの生長点

を喰 い尽 くす タイワンカブ トム シの食害 によるものであった。



奄美大 島での調査

奄美大 島で主に栽培 されている果樹 は,タ ンカ ン,ビ ワ,ス モモ等で あ り,そ の他 にパ ッションフルーツ,

マ ンゴー等 がある。

今,問 題 になっているのは,パ ッシ ョンフルーツのウィルス病であ る。視 察 したほ場の殆 どにウィルスの

病徴 がみ られた。根本的 な解決策 は今 の ところな く,今 後 の対策 と して,従 来 よ りも短期(1～2年)栽 培

を行 い ウィルスの発生前 に引 き抜 くこ とが考 え られ る。 もう一つ は仕立て方の変更で,現 在の仕立て方は棚

仕立 てのみ で,こ の場合,ウ ィルス に侵 された蔓 と,健 全 な蔓 とが絡みあい,そ の結 果,棚 全体 が ウィルス

に侵 されるこ とになる。 このため,蔓 同士が絡 まない ような仕 立て方の考案が必要 である。それか ら剪定 時

に注意 を払い,ウ ィルス株 と健全株 を分けて剪定 し剪定 鋏 に よる ウィルスの伝播 を防 ぐ必要が ある。

今後 の課題

国内での熱帯,亜 熱帯果実の需要 は年 々増 えつつある。それに伴 い国内の生産地 も増加 しているが,熱 帯

果樹の栽培技術 が確 立 されていないため,農 家 は多 くの問題 を抱 えて いる。 これ らの問題が解消 され るには

暫 らく時間がかかるであろ う。熱帯果樹 の栽培 に携 わっている一人 として少 しで も力 になれれ ば と思 う。

機会があれば,今 回視察 した農家 の追跡調査 を行 いたい。また,今 回は12月 の調査 とい うこ とで果実 に巡

り合 うことが少 なかったので,収 穫期 の調査 も行 ないたい。
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第1図 徳之 島における調査地 。 第2図 奄 美大島における調査地 。


